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緑内障におけるバイオマーカー

 緑  内障とバイオマーカー
　「バイオマーカー（biomarker）」とは，一般的な医学領域
において，血液・体液，尿などに含まれる生体由来の物質
のことであり，生体内の生物学的変化や疾病の有無，進行
度を把握するための指標となるものを意味する名称である．
眼科領域においても，術前後における全身状態を把握す
るために，血液や尿の臨床標本を採取し，生化学的検査を
行って定量的に計測した各種指標を用いているのは当然の
ことである．さらに広義のバイオマーカーには，分子遺伝
学的手法により解明された遺伝子情報，血液中の自家抗体，
あるいは各種の画像解析装置による形態計測も含まれる
が，本稿においては，冒頭に記述したような疾病の指標と
なる生体由来物質，その中でも，特に緑内障の病態と密接
な関連があると想定される分子バイオマーカー（molecular 
biomarker）に焦点を当てて，我々が現在進めている研究プ
ロジェクトの成果を含めて，現時点での意義と今後の展望
について解説する．

 緑  内障眼房水における形質転換成長因子 -β
　　　 濃度の臨床的意義

　緑内障眼における病態の指標となる分子バイオマーカー

として，最初に注目されたのは房水中に含まれることが証
明された形質転換成長因子（transforming growth factor-β：
TGF-β）であり，その後多数の生理活性物質が房水中に含
まれることが報告されている 1)．眼内，特に房水や硝子体
液中には，TGF-βが高濃度に存在することがTripathi ら
（1994）によって報告されて以後，眼内には，多彩なサイト
カイン群などの生理活性物質が存在することが知られてい
る．これらは，眼内組織・細胞からの局所産生もあれば，
疾病や手術侵襲によって惹起される炎症応答として，血液
眼関門の障害や侵入した炎症細胞からの分泌などによって
生じている場合もある．その後，Tripathi らの研究グルー
プは，房水中のTGF-βでは，TGF-β2 というアイソフォー
ムが優位（相対的にTGF-β1 が劣位）であり，緑内障眼にお
いて，特に高レベルになっていることを指摘した．また線
維柱帯細胞には，その受容体発現があるとともに，TGF-β2
（TGF-β1）そのものも産生していることを証明した．TGF-β
は，その名が示すように細胞形質転換や細胞外基質産生を
誘導することが知られており，緑内障の病態に深いかかわ
りがあるという仮説が提唱され，それは現在においても受
け継がれている．
　その後，創傷治癒における房水中のTGF-β2 が重要な役
割を果たしているかもしれないという仮説に従い，抗TGF-β2
（機能阻害）抗体を用いて，濾過手術（トラベクレクトミー）
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